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米中対立の展望
-なぜ経済相互依存は対立を抑止できないか-



発表内容
なぜ、米中は、経済相互依存の下で、対立を深めているのか？

経済相互依存は、米中対立の抑止に役立たないのか？

今後の米中対立は、どの展開するのか？



米中の相互関税引き上げ

データ出所）日本経済新聞

 実施日 米  国 中  国 

対象品数 対象金額 追加関税率 対象品数 対象金額 追加関税率 

0 2018/3/23 鉄鋼 25%, アルミ 10% 128 $30 億 15~25% 

1 2018/7/6 818 $340 億 25% 545 $340 億 25% 

2 2018/8/23 284 $160 億 25% 333 $160 億 25% 

3 2018/9/24 5745 $2000 億 10% 5207 $600 億 5%/10% 

2019/5/10 25% 

4 2019/9/1 3243 $1100 億 15% 1717 $750 億 5~10% 

2019/12/15 555 $1600 億 15% 3361 

 



米中の
経済相互依存

米中物品貿易額の推移

データ出所）U.S. Census Bureau

なぜ、米中は、経済相互依存の下で、
対立を深めているのか？



二国間関係の決定要因

AB間の二国間関係(R)＝A国の外交姿勢(PA)+B国の外交姿勢(PB)

外交姿勢(PX)＝相手国との関係性[戦略的関係性(s)＋経済依存度e]
+

自国の国内要因 [国内政治経済(d)＋政策決定者の認識(l)]

ただし、
• 戦略的関係性＝ジオポリティクス＋パワーバランス＋イデオロギー
• 中長期の経済依存度は二国間関係の良し悪しに応じて変化（e=f (R))



経済相互依存下
の対立

６つの仮説

要 因 代表的論者
1 民主体制 vs. 非民主体制 Doyle (1983)

Russet (1993)

2 トゥキディデスの罠 Papayoanou1 (1996)
Allison (2018)

3 相互依存の外交的対立助長効果 Sekiyama (2019)

4 貿易投資の将来利益に関する認識 Copeland (2014)

５ 非対称な相互依存関係 Marrow (1999, 2003)
Gartzke (2003, 2007)

６ 比較劣位産業からの突き上げ Rodrick (2011)
Sekiyama (2019)

なぜ米国は、中国に貿易戦争をしかけたのか？



①民主体制 vs. 非民主体制
（外交姿勢＝戦略的関係性＋経済依存度+国内政治経済＋政策決定者の認識）

•経済相互依存は民主主義国の間でのみ紛争抑止

•民主主義国の間では、
（１）平和的解決を好む規範が共有されている
（２）相互不信が高まりにくい
（３）批判の大義名分を作りにくい

•非民主主義国に対しては
（１）平和的解決を好む規範を共有していない
（２）中国の政策決定過程は不透明で不信が残る
（３）批判の大義名分を見出しやすい



②トゥキディデスの罠
（外交姿勢＝戦略的関係性＋経済依存度+国内政治経済＋政策決定者の認識）

•既存大国と新興大国との覇権争いは不可避

•過去500年の新旧覇権争い16件中、12件で軍需衝突

•軍事衝突回避の要因
超国家的権威の仲介
超国家的機構での協力
文化的共通点
核兵器による相互確証破壊
経済相互依存による相互確証「経済」破壊



③相互依存の外交的対立助長効果
（外交姿勢＝戦略的関係性＋経済依存度+国内政治経済＋政策決定者の認識）

•経済相互依存➡軍事衝突を抑止

•軍事衝突の可能性小
➡外交対立や経済摩擦を我慢する誘因低下（遠慮の欠如）

（熟年夫婦で口喧嘩が絶えないのと似た状況？）

•近年の日中関係、日韓関係、そして米中関係に共通する特徴



③相互依存の外交的対立助長効果
（外交姿勢＝戦略的関係性＋経済依存度+国内政治経済＋政策決定者の認識）

•対中関税による追加財政収入
第1~3弾で推定300億ドル/年、第4弾で更に400億ドル/年
バラマキ政策（e.g.農家に補助金145億ドル）も可能

•関税引き上げコスト（米国での価格転嫁）の回避
対中依存度の低い品目から対象に
中国側輸出者に値下げ圧力
人民元安の影響（2018.3➡2019.8   14.4%元安ドル高）



④将来利益に関する認識
（外交姿勢＝戦略的関係性＋経済依存度+国内政治経済＋政策決定者の認識）

•経済相互依存の紛争抑止力は、国家指導者が貿易投資の将来利益に
ついて楽観的な場合のみ有効。

•トランプ大統領「われわれに中国は必要ない。いない方がまし。」
（2019.8.23 Twitter）



⑤非対称な相互依存
（外交姿勢＝戦略的関係性＋経済依存度+国内政治経済＋政策決定者の認識）

•より依存の小さい国は、より依存の大きい国に対して高圧的になる。

•貿易依存度（貿易総額／名目ＧＤＰ）
中国：32.3％（世界174位）米国：19.98％（200位）
ちなみに日本：27.3％（186位）

•相手国への依存度（相手国との貿易額／貿易総額）
米国の中国依存度：0.7%
中国の米国依存度：4.2%



⑥比較劣位産業からの突き上げ
（外交姿勢＝戦略的関係性＋経済依存度+国内政治経済＋政策決定者の認識）

•自由貿易は必ず敗者を生み出す

• 自由貿易の敗者は自国政府を強硬姿勢へと動かす国内政治要因

•米国では、90-07年の間に、中国との貿易競争で150万人が失業

• 米中貿易戦争≠単なる米中覇権争い
＝「世界経済の自由化」と「国内経済の安定」の矛盾



米中対立の展望

短 期（向こう1年程度）
•米国が追加関税収入を手放してまで早期決着する望みは薄い。

中 期（2020年代）
•もし米中経済ﾃﾞｨｶｯﾌﾟﾘﾝｸﾞが進むと、経済相互依存の抑止低減。

•今の国際経済ルールを放置すると、世界経済の自由化と国内経
済社会の安定との矛盾が増大し、対立を誘発。
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